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1．はじめに

　本研究は，英語村に関するオンラインレビュー（口コミ 1））を分析し，

利用客の体験や感想から英語村に対する認識を調査するものである。本研

究では，オンラインレビューデータ（文字データ）をテキストマイニング

手法で分析する。

　英語村とは「非英語圏で疑似英語圏を体感できる大規模な建物であり，

一歩足を踏み入れたらまるで英語圏にいるかのような造り」（大場，2020，p. 

89）の英語教育施設のことである。2000 年頃から，英語教育における格差

解消のために，国外留学よりも低い費用で留学と同様の体験ができる機会

を与えようと，韓国各地で次々と作られた（カレイラ松崎，2013，p. 81）。 

最盛期には韓国国内で 60 ほどの英語村があったが（澁谷他，2014），多

額の維持費用がかかることや，利用者が激減し赤字が拡大していること

（大場，2020；中村，2014）などから多くが閉鎖された。一方，日本では，

2020 年に開催予定だった東京オリンピックに備えて，民間業者による英語

村の設立が増えた（大場，2020）。現在でも民間，自治体，学校が運営す
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る大小様々な規模の英語村が存在する。閉鎖された英語村もあるが（例，

OSAKA ENGLISH VILLAGE（大阪英語村）2021 年 2 月閉鎖 2）），現在

でも英語村のコンセプトで新たに英語教育施設が設立されている（例，

Kitakyushu Global Gateway3））（山下，2021）。英語村と呼ばれているものの，

大規模なものばかりではなく，一地域での「外国人を招いて，子ども達が

英語や外国の文化に触れる交流の場」（西川，2018，p. 131）とする小規模

なもの，自治体による寄宿舎スタイルのもの（黒岩，2020），大学内に設

置された授業外の交流の場としての英語ラウンジのようなもの（例，北爪

編，2010；渡邉，2016；Bramley, 2009），民間業者が主体となった比較的

大規模なもの（大場，2020；Bourke, 2018）などがある。すべて「英語の

みの使用」が求められる環境で「（疑似）外国（文化）体験」をする「体

験型英語学習」施設，またはプログラムであることを特徴としている。

　現代の外国語（英語）学習，教育観を調査するプロジェクトの一部として，

本研究では日本国内で英語村と一般的に呼ばれる施設のひとつについて投

稿された「Google のクチコミ」を分析する。筆者は「英語」「英語学習」「英

語教育」に関するエスノグラフィー研究として，オンライン上の談話分析，

英語村での観察，そして，英語学習者へのインタビューを行なっており，

本研究はその一部である。本稿では，英語村の利用者が，英語村や英語村

での経験について，何をどのように語っているのかをオンラインレビュー

データから概観することを主な目的とする。

2．テキストマイニング

　本研究では，日本にある英語村の一施設について書かれたインターネッ

ト上のレビューをデータとする。テキストという質的な資料を，統計処理

による量的分析を行うテキストマイニング（いとう，2013）という手法を

用いて分析し，その結果をもとに英語村の利用者がどのようなことを期待
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していたのか，どのような経験をしたのか，それをどのように評価し，描

写しているのかを考察する。

　テキストマイニングは探索的研究にも，仮説検証的研究にも，仮説生成

的研究にも有効であり，ミックス法やトライアンギュレーションの構成素

としての一方法として位置づけられる（いとう，2013）。上述のように，

現在，英語村をめぐって，オンライン上の談話分析や，施設での観察，イ

ンタビューなどを行なうエスノグラフィーによる探索的研究を進めてお

り，本研究はそれを補完するトライアンギュレーションの一方法であると

考えられる。

　英語村を観察するフィールドワークを行う前に，情報収集を兼ねて調査

対象とする施設に関するインターネット上の口コミを閲覧していた際，複

数の口コミが共通の話題に触れており，議論に値するように思われるもの

が数件あった。しかし，これはフィールドワークでの観察視点を得ようと

する筆者自身の興味関心に基づいたものである。そのような研究者自身の

経験や立ち位置，それに基づいた解釈による探索研究を行う前に，データ

の全体像を概観しておきたいというのが本研究の狙いである。

　テキストマイニングは社会調査におけるテキストデータの分析や，商品

開発やサービス・品質向上のためのビッグデータの分析など，様々な分野

で行われている。イメージ調査を目的としてテキストマイニング手法を用

いた研究例としては，海外版旅行ガイドブック（lonely planet）と旅行口

コミサイト（Tripadvisor）を情報源として，訪日外国人観光客の日本の

観光地に対するイメージを分析したもの（大久保・室町，2014）がある。

また，ロンドンにある和食店の Tripadvisor レビュー分析（カレイラ松崎，

2019）もオンラインレビューの調査でテキストマイニングを用いた研究の

例である。海外資本の和食店と日本資本の和食店に分け，名詞と形容詞の

単語頻度解析，特徴語分析，係り受け頻度解析と係り受けの特徴表現の抽
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出を行い，それぞれの和食店の特徴と違いを考察している。ほかに，旅行

情報サイト（楽天トラベル）の口コミデータ分析から日本のホテルの口コ

ミの特徴を抽出したもの（久保田，2016）もある。本研究でも，英語村に

関するオンラインレビューの分析から，英語村に対してどのようなイメー

ジを持っているのか（持ったのか）を調査する。そして，そこから「英語」

や「英語学習・教育」に対する認識研究のさらなる方向性に関する示唆が

得られるものと考えている。

3．方法

3.1　データ収集

　日本の英語村と呼ばれる施設のうち，比較的長い歴史をもち，規模の大

きいものを本研究の調査対象とした。

　当該英語村を Google で検索したときに，結果ページに表示される

「Google のクチコミ」をすべてコピーし，Word ファイルを作成した。検

索を実施したのは 2022 年 7 月 23 日で，全 804 件のレビューがあった。数

日前に同様に当該英語村に関するオンラインレビューの予備的な探索を数

回行った際も 800 件程度だったので，それほど頻繁に多数のオンラインレ

ビューが追加されている様子はない。「新しい順」に表示される機能を使っ

て並べたところ，最新のものは，データ収集時の 19 時間前に投稿された

もので，最も古いものは 11 年前のものであった。表 1 は，投稿された時

期別に投稿数を数え一覧にしたものである。

　長い投稿文は「一部を表示する」機能のため，コンピューターのスクリー

ン上では，最初の数行が表示されるだけで全体が表示されていなかったが，

「続きを読む」機能を使い，全文を表示してコピーした。すべての情報を

コピーした時点での全文字数は 53,479 字である。

　その後，投稿者のアイコン，名前，投稿時期，Google ロゴ，評価（5 段
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階評価で，数字で点数が示されている），機能表示（例，「一部を表示」）など，

レビュー本文以外の情報を削除した。同時に，レビュー本文内に表示され

る「旅行のタイプ」「客室」「サービス」「立地」の評価も削除した 4）。また，

絵文字や，笑いを示す「（笑）」「（苦笑）」「w」「www」も削除した。レビュー

はほとんどが日本語で書かれており，今回の分析は日本語によるものだけ

を対象とした。日本語以外で書かれたものは 29 件あり，すべてに Google

による翻訳が併記され，実際のウェブページ上では，日本語での訳が読め

る。しかし，翻訳の過程には解釈が含まれ，Google 翻訳で選定された語（句）

が，投稿者の意図を表すのに最もふさわしいものであるとは限らない。従っ

て，今回の分析では英語で書かれたものは削除することにした 5）。Google

翻訳ではなく，日本語と英語の両方でレビューを書いているものが 1 件

あった。ほぼ同じ内容を日本語と英語で書いたものであったため，この 1

件については，英語の方を削除し，日本語でのレビューをデータに含めた。

日本語の文章の中で英単語が使われているものがあったが，その場合はそ

表１　投稿された時期と投稿数（データ収集日：2022 年 7 月 23 日）

～ 1 年前

～ 1 か月前　 16 件

246 件
～ 3 か月前　 29 件
～ 6 か月前　 14 件
～ 1 年前　　187 件

～ 2 年前 116 件
～ 3 年前 202 件
～ 4 年前 168 件
～ 5 年前  57 件
～ 6 年前  11 件
～ 7 年前   1 件
～ 8 年前   1 件
～ 10 年前   1 件
～ 11 年前   1 件
合計 804 件
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のままデータに含めた。その結果，最終的に全 27,487 字（スペースを含め

ない）のデータとなった。

3.2　テキストマイニング分析の準備

　本研究でのテキストマイニングは，フリーソフトである「MeCab

（Windows 版）」と「KH Coder」を利用して行った 6）。

　上に記した手順で準備したテキストデータを，KH Coder を使って分析

する際に，テキストデータの「前処理」として，まず，抽出語リスト（品

詞別）を出し，その中から当該英語村を特定できる語を分析の対象から除

外した。分析の対象から外した語は，31 語である。当該英語村名や，その

名前がついた商品名，所在地，施設内の固有名詞（レストラン名など）を

中心に除外した。普通名詞の中には，当該施設の特徴をよく表すと思われ

るものも含まれていたが，他の英語村に関しても同様の表現が使われる可

能性があるものはそのままデータに含めた。削除した語の属性をまとめた

表は資料 1 として本稿の最後に記している。また「おすすめ」（10 件）と

「オススメ」（11 件）の表記ゆれが見られたが，これらの語が同様の使われ

方をしていることを確認し，「おすすめ」に統一した。実際に使用したデー

タの総抽出語数（使用）は 15,509（6,173），異なり語数（使用）は，2,273（1,858）

である。

4．分析結果

　オンラインレビューデータの内容とその特徴を探るために，全体的にど

のような語が使われているのかを概観し（頻出語），その共起ネットワー

クと，類似性の高いデータのグループ（階層的クラスター）の結果を下に

示す。
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4.1　頻出語

　テキスト全体での出現回数が多い語を順に並べたものが表 2 である。「英

語」「イギリス」「英国」「施設」「雰囲気」「スタッフ」「思う」「建物」「行く」「良

い」が上位 10 個の単語である。「イギリス」と「英国」については，コロケー

ション統計結果を比べたところ（資料 2），複数の共通する語が各語の前後

5 語以内で使われており，同じような文脈で使われているようであるため，

表記を統一して同じ語として扱うことも考えられた。しかし，本研究は，

英語や文化に対する認識についての，詳細かつ深い分析を今後行うための

予備的調査という性質もある。「イギリス」や「英国」という用語が分析上，

鍵となる単語である可能性もあると考え，そのまま異なる語として扱うこ

とにした。

　当該施設に関するオンラインレビューでは，「英語」という単語が最も

多く使われている上，本研究は「英語」に対する認識を探究する研究の一

部でもあるので，「英語」を使用した原文の一覧を示したい（表 3）。「---」

の部分は，当該施設を特定することができる語を削除したものである7）。「英

語」という単語に関しては，「英語使用・対応」「英語学習」「英語力・英

語能力」についてのレビューが多いことがわかる。

4.2　共起ネットワーク

　図 1 は「データ中でよく一緒に使用される概念を線で結んでネットワー

クを描」いた（樋口，2014，p. 11）共起ネットワークである。最も多用さ

れている「英語」に関しては，「スタッフ（と）の英語または日本語によ

る対応」について書かれていることが多いと思われる。「イギリス，また

は英国の建物や外国の雰囲気や気分」について，そしてそれに対しての行

動や感情（「行く」「見る」「楽しむ」「感じる」など）の話題も多いようだ。

食事に関する話題とその評価（「スコーン」や「紅茶」が「良い」，「アフタヌー
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表 2　頻出 150 語のリスト
抽出語　　出現回数 抽出語　　出現回数 抽出語　　出現回数

英語 117 見学 15 注意 9
イギリス 82 素晴らしい 15 入れる 9
英国 79 多い 14 泊まる 9
施設 54 本格 14 綺麗 9
雰囲気 54 本当に 14 イベント 8
スタッフ 51 ツアー 13 カフェ 8
思う 51 説明 13 キッシュ 8
建物 48 利用 13 コース 8
行く 46 ティー 12 シャワー 8
良い 40 ハリーポッター 12 ショップ 8
楽しめる 39 レストラン 12 メニュー 8
宿泊 39 異国 12 悪い 8
美味しい 38 語学 12 夏 8
来る 37 出る 12 街 8
場所 36 日帰り 12 学校 8
日本語 33 パスポート 11 季節 8
楽しい 31 楽しむ 11 空間 8
気分 31 寒い 11 広い 8
食事 26 観光 11 残念 8
対応 26 気持ち 11 受付 8
日本 26 高い 11 雪 8
外国 25 作る 11 滞在 8
研修 25 参加 11 勉強 8
素敵 24 散策 11 サービス 7
料理 24 自分 11 バス 7
部屋 23 車 11 ホテル 7
味わえる 22 少し 11 価値 7
おすすめ 21 丁寧 11 家具 7
人 21 土産 11 過ごせる 7
アフタヌーンティー 19 訪問 11 公用 7
見る 19 話しかける 11 今度 7
言う 19 ランチ 10 山 7
最高 19 居る 10 時期 7
世界 19 今回 10 自然 7
案内 18 少ない 10 城 7
行う 18 文化 10 情緒 7
使う 18 話す 10 調度 7
出来る 18 ケーキ 9 頂く 7
入る 18 英会話 9 日本人 7
敷地 18 過ごす 9 表示 7
感じる 17 海外 9 歩く 7
訪れる 17 看板 9 料金 7
スコーン 16 基本 9 ご飯 6
紅茶 16 好き 9 ガイド 6
時間 16 今 9 サンドイッチ 6
体験 16 撮影 9 ビール 6
ティールーム 15 子供 9 応対 6
パブ 15 食べる 9 皆さん 6
学生 15 前 9 外人 6
感じ 15 中 9 近く 6
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図 1　共起ネットワーク

ンティー」が「おすすめ」など）もある。他に，よく共起する語のグルー

プから考えられる話題は「ティールームやパブなどの素敵な敷地」「（宿泊

施設の）美味しい料理」や「楽しい時間や体験」などである。
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4.3　階層的クラスター分析

　「類似性の高い語どうしをグループ化」（末吉，2019，p. 98）したクラスター

分析の結果を図 2 に示す。クラスター分析の結果からは，データ中の各語

がどのように用いられていたのかを想像するためのヒントを得ることがで

きる（樋口，2014，p. 38）。出現パターンが似ていることを示す図の左側

の語のつながりを見ると，大きく 10 グループに分けられる 8）。

①スタッフの使用言語

②食事と楽しい経験

③敷地内の施設

④英国体験

⑤研修宿泊施設

⑥学生の利用

⑦施設内の雰囲気

⑧外国・世界体験

⑨料理

⑩施設に対する感想と評価
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図 2　クラスター分析の結果

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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5．考察

5.1　英語教育（研修）施設としての英語村

　本研究の対象となった英語村は，リゾートホテルとしても利用されてい

る。予備的参与観察で訪問した際に出会った利用客（施設内で提供されて

いる授業や，施設のツアーなど，筆者と同じサービスを利用していた）に

実際に話を聞いたところ，英語学習施設としてではなく「卒業旅行の一部

として（2022 年 3 月のフィールドノートより）」「インスタで写真をみて来

ることになった（2022 年 3 月のフィールドノートより）」「他にはないタイ

プのホテルなので面白いと思って来た（2022 年 6 月のフィールドノートよ

り）」と話してくれた 9）。また，筆者自身がリゾートホテルの宿泊客とし

て参与観察をしたときも（2022 年 6 月），食事の場面で，まわりの利用客

が英語の学習を目的とするのではなく，リゾートホテルの滞在を楽しんで

いる様子をメモしている。具体的には，おそらく久々の再会を楽しむ 70

歳代だと思われる女性二人が，互いの家族や日常生活の話題を日本語で報

告しながら会話を楽しむ様子や，夫婦とみられる二人（60 歳代のようにみ

られた）が静かに食事を楽しむ様子などである（2022 年 6 月のフィールド

ノートより）。

　しかし，オンラインレビューでの頻出語の結果から明らかなように，一

般的には英語教育施設であるとの認識のほうが強いようである。また，当

該英語村のある現地の人々にとっても「ホテル」であるという認識はあま

りないようでもある。参与観察中にスタッフの方たちと話す機会があり，

ひとりの方が，地元では「公用語が英語」の「英語研修施設」という認識

で「塾とか企業の研修とかをやっているところ」であり，地元の人はホテ

ルとは思っていないと話してくれた。そしてそのスタッフの母親が「あそ

こに行くと英語を使わないといけないから」避けているという話をしてく
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れた（2022 年 3 月のフィールドノートより）。このように他の英語村と同

じように，当該施設も英語教育施設としての英語村と認識されている。こ

のような認識を反映しているのか，分析結果に示したとおり「英語」とい

う語が最もよく使われていた。

　英語村に対してどのようなことを期待していたのか，「英語」を使用し

た原文（一部を表 3 に記す）から，英語村についての記述や，期待してい

たことに関する記述を拾うと，次のようなコメントが見られた。

・スタッフも英語を話す

・スタッフはほとんどネイティブ

・全部英語で対応してもらえる・公用語が英語

・日本語も話してくれる

・楽しく英語が学べる場所

・宿泊英語研修に利用されている

・英語漬けの生活

・日本にいながら，外国（英国）にいるような空間・異国情緒

・英国文化を学ぶ（楽しむ・体験する）場所

・イギリスの料理も楽しめる

・イギリス製品を揃えている土産物店

　これらをまとめると，オンラインレビューでは「英語村は，日本にいな

がら外国（英国）にいるような気分になる空間である。そこでは，イギリ

ス料理を楽しむことができ，イギリスからの輸入品も購入できる。英語が「公

用語」であり，「ネイティブ」のスタッフと英語でやり取りをするが，日本

語でも対応してもらえる。宿泊英語研修で利用されており，英語漬けの生

活を送り，英語や英国文化を学ぶ施設」だと捉えられているようである。
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5.2　英語村での体験

　本節では，利用客が英語村でどのような体験をしたのか，そしてどのよ

うな体験を英語村のレビューとして特記しているのかを捉えるため，ここ

では「体験」という用語が使われている原文を見る。「体験」が使われて

いる全 16 件のレビューの一部を示したものが表 4 である。文中の「---」

は当該英語村の名前や所在地名，施設内の固有名詞，これらの語がついた

商品名を隠すために筆者によって改変された部分を示す。

　英語村で体験できるもの（こと）として，最も多く言及されているのが

「英国（イギリス・England）」である。「英国」「イギリス」「England」を

体験できると書いているものもあれば，「英国（イギリス）文化」を体験

できると書いているものもある。体験型英語教育施設なので，学習活動や

授業内容そのものに関する話題があってもよさそうなものだが，そのよう

表 3　「英語」を使用した原文・コロケーション（一部）
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なレビューはない。学校の研修の一部として英語村のサービスを利用する

生徒や学生が，その研修の感想や体験を口コミサイトで書くことはあまり

考えられず，このような口コミサイトに訪問後のレビューを書くのは，ほ

とんどが一般利用客だからかもしれない。一般利用客も授業やセミナーを

受けることはできるが，こういった英語学習の要素よりもそれ以外の要素

のほうが，大きく期待され，強く印象に残るのだろうか。

　自明のことだが，「英語村」は英国ではない。しかし「英国を体験」「イ

ギリスを体験」「‘England’ を体験」「英国文化を体験」といったレビュー

のように，国や文化そのものが体験できるかのように書いているレビュー

が複数ある。おそらく国や文化そのものではなく「気分」や「雰囲気」を

体験できるということを意味しているのだろう。しかし，国や文化そのも

のであれ，その気分や雰囲気であれ，何を文化と呼び，体験をしていると

感じている文化とはどのようなものなのだろうか。英語村のどのような施

設やサービス，雰囲気を「英国文化」と感じているのだろうか。英語村で

の国や文化の表象の仕方，そして異文化に対する認識との関係から英語教

育を考える必要があるが，本研究の主目的から逸れるので，今後の探究的

研究の場で議論したい。

表 4　「体験」を使用した原文・コロケーション（一部）
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5.3　英語村（での体験）についての評価

　英語村，または英語村での体験について，利用者はどのような点をどの

ように評価しているのだろうか。頻出語リストでは，「良い」「楽しめる」「美

味しい」「楽しい」「素敵」「味わえる」「おすすめ」「最高」という好意的

な語が上位に見られる。これらの語のうち，「良い」「楽しめる」「楽しい」「お

すすめ」を取り上げて，何がどのように「良い・楽しめる・楽しい・おす

すめ」なのかを見る。表5から表8はそれぞれの語を使用した原文・コロケー

ションの一部を示したものである。文中の「---」は上と同様に，筆者によっ

て削除された部分を示す。

「良い」

　一部「景色が良いかどうかは，なんとも言えません」や「…した方が良かっ

たかもしれません」のように良い点を挙げているわけではないレビューもあっ

たが，ほとんどが「良い」と評価した点について言及したものであった。「良い」

と評価されたものは，施設の雰囲気，英語が使用できること，滞在時の天気

や気候，スタッフの対応や説明，英語習得や学習を目的として提供されてい

る設備や環境や教育，宿泊設備とサービス，提供された飲食物などである。

「楽しめる」「楽しい」

　英語村の利用客はどのような点を「楽しめる」と述べているのか，「楽し

める」と「楽しい」という前後の原文を精査したところ（表 6 は「楽しめる」，

表 7 は「楽しい」の原文の一覧の一部を示している。これまでと同様に一部

を削除している），「全体的に楽しめた」や「久しぶりだけどかなり楽しめた」

「日帰りでも楽しめる」といった表現のように，訪問や滞在そのもの，訪問中

や滞在中の経験全般について「楽しめる」とコメントしたものも含まれてい

たが，ほとんどのレビューでは具体的に楽しんだものが記述されていた。「楽
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しめる」と述べられていたものをまとめると以下のようなものが挙げられる。

・ イギリスの雰囲気（「中世イギリス貴族の生活環境の雰囲気」「異国

情緒」）

・建物，建築，調度品

・景色

・飲食物や，その提供に使われている食器

・ 施設内での体験（散策，トレッキング，買い物，授業，ツアー，イ

ベント）

・販売されている商品（「イギリスならではのもの」）

・スタッフとの英語での会話

・英語と日本語の両方（によるサービスの提供）

「おすすめ」

　利用者自身の体験から，レビューの読者に対して「おすすめ」できるも

のとして挙げられているのは，

・施設（施設から見える景色，敷地内での体験）

・ 雰囲気（別世界の気分，イギリスに居る感じ，日本の雰囲気ではな

くゆったり過ごせる場所）

・提供される飲食物

・提供されるサービス（ツアーや英語を使う環境）

・販売されている商品（土産物）

である。また，次のような人に対して「おすすめ」だと紹介されている。
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・英語を勉強したい人

・英語漬けになることを期待している人

・英会話の実践練習をしたい人

・本好きの人

・落ち着いた雰囲気が好きな人

・子どもの夏休みの訪問先を探している人

　以上のように英語村での体験については，ほとんどが楽しく，良いものであっ

たと記述されている。利用客は英語村に対して期待していたものを，実際に体

験でき，楽しく良い経験となったと感じ，満足して口コミを記している。繰り

返しになるが，楽しく，良いもので，「おすすめ」したいもののほとんどは，施

設の設備自体やその雰囲気，提供されている飲食物や売られている商品，施設

内での体験自体である。施設内での体験には，「（全部）英語による対応」や「英

語での会話」，英語で行われる「ツアー」も含まれる。「英語」とそれに関連す

る体験も商品として売られており，それを楽しみ，「英語を勉強したい人」や

英語学習のために「英語漬けになることを期待している人」に勧めている 10）。

表 5「良い」を使用した原文・コロケーション（一部）
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表 6「楽しめる」を使用した原文・コロケーション（一部）

表 7「楽しい」を使用した原文・コロケーション（一部）

表 8「おすすめ」を使用した原文・コロケーション（一部）
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5.4　英語力に関する記述

　以下の点は，英語村に対する認識を概観するという本研究の目的からは

逸れている上，当該の英語村に直接関係することではなく，日本の英語教

育や英語学習全般にかかわる議論になるが，とりあげたい。

　上で「英語」という用語に関して，「英語使用・対応」「英語学習」「英語力・

英語能力」についてのコメントが多いことについて触れたが，オンライン

レビューデータで頻繁に使用される用語を中心に，異なる視点から何度も

テキストデータを読みこむうちに，ある特徴に気づいた。レビューの書き

手自身の英語（力）に対する肯定的な記述はない（または，レビューの内

容からは不明）のに対して，否定的な評価を窺わせる内容の記述が見られ

た。たとえば，次のような記述である。すべて，データの一部をそのまま

抜き出した表現であり，前後を省略している。

 1．英語しか話してはいけないというルールに心配があったけど

 2．英語を使う機会などめったにない為，少々気後れしてしまい

 3．英語を馬鹿にされたらと思う恐怖心

 4．英語で【Japanese English!】と言われ，仲間の白人と共に笑われ

 5．拙いながら少しは英語で話しかけようと試みる

 6．英語で四苦八苦してたら

 7．学生の時にやった英語はもっともっと記憶の彼方でしたが

 8．英語出来なくても指ハートすればどうにかなりました

 9．明らかに下手な英語でもちゃんと英会話してくれました

10．英語ができない私でもなんとか受付できました

11．英語でしたが，受付の方は日本語で話してくれました

12．英語ができなくても日本語で対応してくださいます

13．日本語でも対応してくれるので英語に自信が無くても大丈夫
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14．教育施設なんで，まぁ，英語ですが，どうにかなります

15． 英語が公用語です。日本語を話す方もいるのであまり心配いらな

い

16．英語力はあまり無くても大丈夫です

17．英語での応対が難しければもちろん日本語でも対応してもらえる

18．英語が話せないので楽しさ半減

19． 自分にもう少し英語のスキルがあったらもっと堂々とこの空間を

楽しめるだろうなぁ

20． 英語が苦手な私より英語が話せる人ならもっと楽しめるんだろう

なー

21．英語が得意な方はすごく楽しいと思います

22．ここに来るたびに自分の英語の進歩のなさを実感します

23．そこは流暢な英語でかえしました。嘘です

24．英語力が上がれば苦労はしない

25．英語へのモチベーションやマインドなどが変わればいいが

　英語使用に関する不安（例，1，2）や恐怖心（例，3）があり，実際に

自分の英語に対して否定的な評価をされた経験（例，4）もある。自分の

英語に自信があるわけではないが（例，5，6，7），なんとか英語使用に

成功した（例，8，9）。または，日本語でのサポートなどでなんとか問題

は回避できた（例，10，11，12，13，14，15，16，17）。しかし，英語が

できないため，十分に楽しむことができなかった。もっと楽しむためには

英語力が必要である（例，18，19，20，21）。そして，英語を流暢に使い

こなしているイメージの自分とはかけはなれた自分を実感する（例，22，

23）。このような英語学習者の姿が見えてこないだろうか。なぜ，自身の

英語について，このような否定的な表現で記述し，なぜ英語が話せるともっ
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と楽しめると思うのだろうか。どのような英語使用が理想的なのだろうか。

このような点については批判的な議論が必要なので，質的な分析を行う今

後の課題としたい。

6．結論と今後の課題

　日本の英語村のひとつに関するオンラインレビューの内容を分析するこ

とによって，英語村という形態の英語教育施設に対する人々の認識を調査

した。オンラインレビューでは「英語」という語が最も頻繁に使われており，

施設内での英語使用や，スタッフの英語での対応，英語学習，英語力や英

語能力に言及したものが多かった。レビューの投稿者のほとんどは英語の

プログラムに参加することを主な目的としているのではない一般利用客だ

と考えられるが，このような一般利用客にとっても，英語村は「英語教育

施設」であるとの認識が強いようである。

　また，外国（特にイギリス）の雰囲気や外国にいるような気分を楽しん

だ体験や，施設内で提供されているサービスの良い点について書かれてい

るものが多かった。外国の雰囲気や外国にいる気分の中で，英語でやりと

りすることの楽しさに言及したものも多く，英語使用体験そのものも商品

の一部として消費されているようである。

　英語村は，研修として訪れる児童，生徒，学生以外の一般利用客にはリ

ゾートホテルとして利用されているが，英語教育施設であるとの認識のほ

うが強いようである。しかし，レビューには，英語でのやりとりや英語に

囲まれた環境が良く，英語を学習したい人に良いものだといったコメント

があるものの，とくに教育内容について具体的に記述したものはなかった。

「英語漬け」の環境で英語のやりとりをすることが英語学習によいと捉え

られているのだろうか。

　本稿では口コミデータの全体像を把握することを主な目的とした。本研
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究のデータから，（異）文化の捉え方や言語使用（とくに言語選択）に対

する信条，英語学習（法）に対する意識，英語能力に関する（特に自身の）

否定的な捉え方など，さらに深く議論すべき方向性が見えてきた。今後は，

他の手法で集めたデータを分析，参照しながら，これらの点について，批

判的に議論をしていく予定である。

　今回は口コミ数が最も多かった「Google のクチコミ」だけを取り扱った

が，他にも多くの旅行情報サイトがある。主要な旅行情報サイトを比較し

たり，インターネット上で収集できる口コミを統合してさらに大きなデー

タを分析したりすることも必要だろう。また，インターネット上の口コミ

には，レビューだけでなく，投稿日，投稿者の性別，評価（5 段階評価：

星の数で示す。星の数「1」が最低値で，「5」が最高値），「旅行のタイプ」

や「客室」「サービス」「立地」に関する評価など，様々な情報が掲載され

ている。これらの情報を適宜取り入れながら分析することにより，より綿

密な調査や議論ができるだろう。

　今回は典型的かつ歴史が他と比較して長く，比較的大規模な施設をとり

あげたが，他の英語村を調査することによって，共通点や相違点も見えて

くるだろう。そして，「英語村」という英語教育施設や形態の調査と深い

考察から，現代の日本における英語教育や英語学習，そして異文化理解（教

育）に対する認識についてより深い理解が得られ，今後の外国語教育や異

文化理解教育に関する有益な示唆が得られると考える。

謝辞
　研究倫理上，施設の特定ができないように匿名化する必要があり，ここで御名
前を記すことはできませんが，一訪問客としての観察に対して許可をいただきま
した英語村施設の皆様に心から御礼を申し上げます。皆様には温かくお迎えいた
だいた上，ご多用の中，ご丁寧に質問にお答えいただきました。また，桃山学院
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大学の新保朝子先生，斉藤倫子先生，鄭京淑先生から草稿に対して有益な助言を
いただきました。この場を借りて深く御礼申し上げます。

注
 1 ）商品やサービスのインターネット上のレビューは，従来の口コミがデジ

タル化したもので「e- 口コミ（e-word-of-mouth）」と呼ばれている（石橋，
2012）。デジタル化された口コミに対する用語が引用文献ごとに異なるため，
本稿では「口コミ」と表記するが，すべてオンライン上の口コミを指す。ま
た「口コミ」サイトではあるが，単に噂を広めるのではなく，体験をもとに
批評をしているものも多いため，とくに「口コミ」と表記しなければいけな
い場合を除いて，本稿ではインターネット上での批評という意味の「オンラ
インレビュー」または「レビュー」を使用する。

 2 ）https://englishvillage.co.jp/（2022 年 8 月 16 日閲覧）
 3 ）https://www.kitakyushu-global-gateway.com/（2022 年 8 月 16 日閲覧）
 4 ）オンラインレビューの投稿の際に，旅行のタイプ（「出張」「バケーション」
「家族旅行」「友だち」「一人」「カップル」から該当するものをすべて選択す
る），部屋，サービス，立地に関するスコア（☆が５つあり，クリックする）
の入力が求められ，それが本文中に表示される。

 5 ）この点が，質的データの量的分析法の弱点かもしれない。テキストの解釈
から概念を捉えようとする質的分析段階では，英語で書かれたレビューも取
り入れることができるだろう。

 6 ）MeCab のダウンロード先は，http://taku910.github.io/mecab/（閲覧日
2022 年 7 月 18 日）である。KH Coder のダウンロードは　http://khcoder.
net/（閲覧日 2022 年 7 月 18 日）から行った。

 7 ）削除した部分の文字数に合わせて「---」部の長さを変えている。
 8 ）出力された結果は色分けされており，語のグループが識別できるが，本稿

ではグループを四角で囲むことによって各クラスターを示す。
 9 ）日本の英語村の一施設を訪問し，フィールドワークを行った。2022 年 3

月の平日 5 日間，6 月の週末 2 日間である。提供されているサービスをスケ
ジュールが許す限り一般客として利用し，「英語村では何が行われているの
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か」を観察することを目的とした参与観察を行った。当該施設には，一般利
用客として訪問するが，研究者として自分自身の体験をデータとする可能性
があることをメールと電話で伝えた。そして，当該施設から「商用目的でな
ければ自由に使用してよい」との許可を得ている。体系的な聞き取り調査は
行わなかったが，機会を見つけて，スタッフの方々から話を伺った。インタ
ビューではなく，立ち話のような形で聞くことが多く，会話の直後や訪問後
に話された内容を記録した。会話中にメモをとることはなく，会話直後に別
の場所でキーワードだけを記録したり，文（章）を書いたりした。この簡易
フィールドノートを，施設から宿泊先に戻った当日やフィールドワークから
帰ってきた後に，記憶とその他のデータ（書類，写真，映像など）を頼りに
詳細な内容を含めた文（章）にし完成させた。

10 ）当該施設の職員の方は「英語を自由に使えない，その不便さも楽しんでも
らいたい」と仰っていた。
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名詞 7 語（使用頻度はそれぞれ 15 回，11 回，10 回，8 回，4 回，3 回，2 回）
固有名詞 4 語（使用頻度はそれぞれ 6 回，2 回，1 回，1 回）
組織名 3 語（使用頻度はそれぞれ 2 回，1 回，1 回）
地名 6 語（使用頻度はそれぞれ 14 回，7 回，7 回，2 回，2 回，1 回）
未知語 8 語（使用頻度はそれぞれ 18 回，2 回，2 回，2 回，1 回，1 回，1 回，1 回）
タグ 1 語（使用頻度は 20 回）
名詞C 2 語（使用頻度はそれぞれ 21 回，6 回）

資料 1　データから削除した語の属性と語数

資料２　 「イギリス」「英国」コロケーション統計（前後 5 語以内で使われている
語の頻度）上位 40 語

イギリス 英国
1 ない 否定助動詞 1 ない 否定助動詞

2 本当に 副詞 2 文化 名詞

3 雰囲気 名詞 3 気分 名詞

4 文化 名詞 4 建物 名詞

5 気分 名詞 5 体験 サ変名詞

6 中世 名詞 6 中世 名詞

7 行く 動詞 7 行く 動詞

8 建物 名詞 8 料理 サ変名詞

9 貴族 名詞 9 場所 名詞

10 好き 形容動詞 10 来る 動詞

11 来る 動詞 11 日本 地名

12 施設 サ変名詞 12 パスポート 名詞

13 体験 サ変名詞 13 スタッフ 名詞

14 味わえる 動詞 14 行う 動詞

15 街 名詞Ｃ 15 イギリス 地名

16 輸入 サ変名詞 16 美味しい 形容詞

17 感じる 動詞 17 雰囲気 名詞

18 最高 名詞 18 本格 名詞

19 居る 動詞 19 味わえる 動詞

20 英語 名詞 20 英国 地名

資料



人間文化研究　第18号

―  48  ―

21 英国 地名 21 プチ 未知語

22 旅行 サ変名詞 22 貴族 名詞

23 すべて 副詞可能 23 空間 名詞

24 一度 副詞 24 好き 形容動詞

25 疑似 名詞 25 若者 名詞

26 古い 形容詞 26 情緒 名詞

27 国旗 名詞 27 大使館 名詞

28 仕様 名詞 28 田舎 名詞

29 小物 名詞 29 土産 名詞

30 紳士 名詞 30 風情 名詞

31 是非 サ変名詞 31 並ぶ 動詞
32 日本 地名 32 本当に 副詞
33 楽しめる 動詞 33 要る 動詞
34 出来る 動詞 34 旅 サ変名詞
35 場所 名詞 35 ディズニーランド 固有名詞
36 触れ込み 名詞 36 アフタヌーンティー タグ
37 分かる 動詞 37 ランチ 名詞
38 入る 動詞 38 広い 形容詞
39 思う 動詞 39 敷地 名詞
40 宿泊 サ変名詞 40 思う 動詞
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An Analysis of Online Reviews Regarding
Eigo Mura （English Villages） Using Text Data 

Mining Techniques

TSURII Chie

This study overviews how and in what terms people talk about their 
experiences at a new type of English language educational institution 
in Japan, eigo mura （English village）. User-generated online reviews 
about an English village were quantitatively analysed using text mining 
techniques that employed KH Coder software. The reviews were 
retrieved from the Google review page and comprised 804 comments 
consisting of 27,487 characters （excluding spaces）. I analysed high-
frequency words and co-occurrence networks, which showed the 
relationship between a specific word and others used in the data, and 
performed a hierarchical cluster analysis that identified the combinations 
or groups of words with similar appearance patterns, following 
Higuchi’s （2016） methodology. Although the English village functions 
as an English language educational institution and a resort hotel, the 
results showed that people strongly perceive it as an English education 
institution. Additionally, they believe in the efficacy of being immersed in 
British culture and situations that require the use of English in order to 
learn the language.
　This study is part of a larger multifaceted ethnographic research in 
the context of the English village to explore the ideological nature of the 
English language, including how it is learnt or taught, in contemporary 
Japanese society. Text mining can be applied for exploratory research 
and this study is part of a triangulation in a qualitative exploratory 
research, providing an overview on people’s perceptions of English 



人間文化研究　第18号

―  50  ―

villages, as a preliminary project for further research. The investigation 
suggested additional topics that can be examined to gain a deeper 
understanding of how the English language and the learning/teaching 
of it are perceived, as well as the reasons behind people’s negative 
feelings about their own English language skills. Then, these insights 
can be extrapolated to the study of how other cultures, foreign 
language education and （education of） intercultural communication are 
represented and perceived. In the same manner, beliefs on language use 
and language choice can be explored.

Keywords:  text mining, eigo mura （English villages）, online reviews, 
English language education, intercultural education


